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世界中にドキュメンタリー映画の監督は多い。しかし、1941 年にチリで生

まれたパトリシオ・グスマン監督ほど、1970 年にチリで初めて民主的な選挙

で大統領に選ばれたアジェンデ大統領による社会主義政権の行方に注目した

上、3年後のその崩壊と新たに登場したピノチェト軍事独裁政権の非道ぶりを

命がけで描いたドキュメンタリー監督はいないはずだ。 

私が観た『チリの闘い』「第 1 部 ブルジュアジーの叛乱」（75 年）、「第 2

部 クーデター」（76-77年）、「第3部 民衆の力」（78-79年）（全263分）（『シ

ネマ 39』54 頁）はとにかくすごかった。さすがに、その後の“弾圧の歴史 3

部作”たる『光のノスタルジア』（10 年）、『真珠のボタン』（15 年）、『夢のア

ンデス』（19年）は観ていないから、その後、2019年10月に首都サンティア

ゴの地下鉄料金値上げ反対闘争をきっかけとした住民運動（暴動？）が起き、

2022 年 12 月の大統領選挙で“第2のアジェンダ”とも言うべき36歳のガブ

リエル・ボリッチが選出されたことも知らなかったが、それを新たにフォーカ

スしたパトリシオ・グスマン監督はすごい。そうだからこそ、パトリシオ・グ

スマン監督の最新ドキュメンタリー映画のタイトルは『私の想う国』とされた

わけだが、まず、その内容は如何に？ 

続いて、その理想の現実化への道のりは如何に？1947 年 5 月 3 日に施行さ

れた日本国憲法は、一方で「平和憲法」と尊重されているが、他方で戦勝国ア

メリカからの「押し付け憲法」だ。2022 年の国民投票で改正が可決されたピ

ノチェト憲法の改正の行方は？チリにおけるガブリエル・ボリッチ大統領の行

方と憲法改正の行方に引き続き注目！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

私が想う国 

2022年／チリ・フランス映画 

配給：アップリンク／83分 

2025（令和7）年1月2日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★★★ 
監督・製作・脚本：パトリシオ・グ

スマン 

出演：カタリナ・ガライ／ノナ・フ

ェルナンデス／ニコレ・クラ

ム/キティ／モニカ・ゴンサ

レス／マリア・ホセ・ディア

ス／マリア・ホセ・サンマル

ティン／クラウディア・ヘイ

ス／ナタリア・エンリケス／

シビラ・ソトマヨール／ダマ

リス・アバルカ／アロンド

ラ・カリリョ 
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■□■このタイトルはナニ？「想う」のはどこの国？監督は？■□■ 

映画の制作にあたっては、タイトルが重要。それはフィクションでもドキュメンタリー

でも同じだが、ドキュメンタリーの場合、とりわけタイトルだけでテーマがわかることが

大切だ。パトリシオ・グスマンが監督、製作、脚本した『チリの闘い』「第1部 ブルジュ

アジーの叛乱」「第2部 クーデター」「第3部 民衆の力」（全263分）（『シネマ39』54

頁）は、そのタイトルを見ただけで、チリのアジェンデ政権の誕生とそれに対する軍事ク

ーデターの政治的社会的背景を記録した壮大なドキュメンタリー映画であることがすぐに

分かるものだった。 

そんなドキュメンタリー映画を命がけで監督、製作、脚本したのが、ピノチェト軍事独

裁政権下で最大の強制収容所とされていた国立競技場に収容され、1973年にキューバに亡

命した後、スペインからフランスに渡ったパトリシオ・グスマン氏だ。『チリの闘い』3部

作のうち、1978年に公開された『第3部 民衆の力』はピノチェト将軍による1973年の

「9.11 軍事クーデター」によってアジェンデ政権が転覆された直後を描くドキュメンタリ

ーだったから、同じドキュメンタリー映画でも第1部、第2部とは全く異質のものだった。 

私が同作を鑑賞したのは2016年12／10だから、今やそれからすでに8年が流れている。

しかして、現在のチリの政治軍事情勢は？寡聞にして、私はそれをしっかり把握していな

かったが、何と本作はそのパトリシオ・グスマン監督の最新のドキュメンタリー映画。し

たがって「私の想う国」とは、当然チリのことらしい。そこまでわかれば、本作は必見！

もっとも、そんな大作を観る機会は少ない。そこで本作の評論には同作の評論を添付して

おくので、本作と合わせてじっくり勉強してもらいたい。 

■□■ピノチェト軍事独裁政権は崩壊！そのきっかけは？■□■ 

2025年2月にはウクライナ戦争が丸3年を迎えるが、1／20にトランプ大統領が就任す

れば、ホントに24時間以内に終戦が実現するの？それはわからないが、2024年12月には

2 代にわたるシリアのアサド独裁政権があっけなく崩壊してしまったから、ビックリ。実

はそれと同じように（？）、チリでは2021年12／19に新しく36歳のガブリエル・ボリッ

チが大統領選挙に勝利し、直ちに憲法制定議会に臨んでいるそうで、私の知らない間にピ

ノチェト軍事独裁政権が崩壊していたそうだから、ビックリ！しかし、それは一体なぜ？

何がきっかけで、どのようにしてそれが実現したの？ 

私は2024年12／28にロンドン発のミュージカル映画『レ・ミゼラブル』の「デジタル

リマスター／リミックス版」を20年ぶりに再鑑賞したが、そこでは1789年のフランス革

命の後、王政復古していたパリで、また再び 1832年に「10月革命」が起こる姿が、感動

的なストーリーとうっとりする歌声の中で描かれていた。しかし、1970年に世界初の社会

主義政権を世界初の民主的な選挙で実現させたチリのアジェンデ政権を、わずか 3 年で崩

壊させてしまったピノチェト軍事独裁政権は、いつ、どのような過程で崩壊してしまった

の？ 
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私はそれを全く知らなかったが、本作を見ると、それは2019年10月のサンティアゴ市

地下鉄の運賃値上げが契機になったらしい。地下鉄の値上げを拒否する若者たちは、“料金

不払い”をあちこちで実践。その動きが全国に広がり、10／18の夜にかけて、抗議活動参

加者と機動隊がサンティアゴ市内の各地で衝突、複数の地下鉄駅が火炎瓶などによる襲撃

を受けて、地下鉄の運行が停止されたほか、イタリアの大手電力会社エネルのビル、チリ

銀行の店舗が次々と炎上したそうだから、これはまるで内乱だ。 

本作冒頭、パトリシオ・グスマン監督のカメラは路上に広がる石を追っていくが、これ

は一体ナニ？『レ・ミゼラブル』で観たとおり、1832年当時に学生たちが築いたパリのバ

リケードに対するパリ市民の支援は長く続かず、多くの学生たちが孤立の中で死んでいっ

たが、2019年 10月、チリの首都サンティアゴの路上に広がる無数の石は？そして、その

石を警官隊に投げ続ける無数の若者たちの闘いは・・・？ 

■□■1989年が激動の年に！その20年後、更なる激動が！■□■ 

『チリの闘い』全 263分を観れば、世界ではじめて民主的な大統領選挙で社会主義政権

を実現させたチリが、鉱業や金融業の国有化をはじめとして、資本主義経済から社会主義

経済に構造改革していくのがいかに大変だったかがよくわかる。もちろんそこには、アメ

リカによる妨害活動があったはずだし、チリが「第二のキューバ」になることに対する反

対キャンペーンが激烈だったこともよく理解できる。そのため、わずか 3 年後の 1973 年

にピノチェト将軍による軍事クーデターが勃発して、アジェンデ政権は崩壊！アジェンデ

大統領も死亡してしまったが、その後のピノチェト軍事政権はどうなったの？ 

1989年は日本でも、昭和が終わり、不動産バブルが崩壊した激動の年だったが、世界的

にも、中国では天安門事件が起き（6／4）、ドイツではベルリンの壁が崩壊する（11／7）

等、激動の年だった。そして、実はチリでも、前年の国民投票でピノチェト大統領の任期

延長が否決され、1989年 12月に実施された大統領選挙で、中道連合のパトリシオ・エイ

ルウィンが選出され、ピノチェトは大統領を任期満了していたらしい。 

ピノチェト独裁政権は新自由主義経済を導入し、表面的には「チリの奇跡」と称された

経済成長を遂げると共に、外資導入や民営化による自由市場政策でインフレが抑制され、

輸出産業も拡大したが、一方で経済的社会的格差が広がり、福祉の切り下げや労働者の権

利侵害が深刻化した。また、強権的な統治の下で数万人が弾圧され、経済発展の裏で大き

な社会的犠牲を伴ったようだ。このようなチリでも、1989年は大激動の年になったが、そ

の20年後の2019年は、更なる激動が！パトリシオ・グスマン監督は、そんな1973年か

ら1989年までの16年間のチリを、そして1989年12月から2019年10月までの20年間

のチリをずっと見ていたわけだが、本作を監督・製作した動機は一体ナニ？そしてその足

取りは如何に？ 

■□■出演は15人の女性たち。最初は目出し帽の女性から！■□■ 

『チリの闘い』全3部作に続く、パトリシオ・グスマン監督の『光のノスタルジア』（10
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年）、『真珠のボタン』（15年）、『夢のアンデス』（19年）は、ピノチェト政権による弾圧の

歴史を描いたドキュメンタリー3 部作だが、さすがに私はそれを観ていない。観ていなく

ても、同作の登場人物たちはすべて弾圧されている側の人たちだから、明るい顔をしてい

るはずはない。 

それに対して、同3部作に続く最新の本作は、15人の女性たちのインタビューで構成さ

れているが、その女性たちの顔は明るいものばかりだ。もっとも、冒頭に登場するのは「目

出し帽の女性」だから、その表情の全体像は分かりにくい。しかし、目の輝きや喋り方の

積極性だけで、この女性の未来に向けた明るさを、すぐに感じ取ることができる。さらに

本作では、片目を隠した女性集団のパフォーマンスや催涙マスクとフードで顔全体を覆っ

た女性たちがたくさん登場するが、そんな顔を見えない彼女たちからも前向きの力強さを

感じ取ることができる。 

本作のインタビューに登場する15人の女性のうち、前半は目出し帽の女性や、学生、作

家、写真家、ボランティア救命士等、危険をものともせず、街頭闘争に立ち上がっている

女性だが、1980年にピノチェト政権下で実施された憲法改正の可否を問う国民投票が79%

の賛成で承認され、2021年5月の憲法制定議会選挙で可決に必要な議席数を確保した後は、

ジャーナリスト、政治学者、不法居住者、地域代表、映画監督、医師等、憲法制定議会で

活躍する女性たちが次々と登場してくるので、それに注目！1946 年 11／3 に公布され、

1947年5月3日に施行された日本国憲法は、一方では「平和憲法」として尊重されている

が、他方ではアメリカからの「押しつけ憲法」だと批判されている。さあ、チリの憲法制

定議会の行方は如何に？ 

■□■これは暴動？内戦？革命？このエネルギーはどこから？■□■ 

本作は冒頭、パトリシオ・グスマン監督が、彼の初長編作品たる『最初の年』（71 年）

をフランスに持ち帰り、映画館で公開してくれた恩人からもらった「火事を撮影したいな

ら、最初に炎が上がる場所に前もっているべきだ」との助言を、監督自身のナレーション

で語るところから始まる。 

彼は 2019年 10／18にブエノスアイレスで起きた「最初の炎」は撮影できなかったが、

1 年後の彼はその助言どおり、カメラを携えて、まるで石の雨が降ったかのように、あち

こちに無数に散らばっている石の撮影を開始したから、すごい。もっとも、彼のカメラ越

しに、映し出すスクリーン上の姿、とりわけ、初期の“地下鉄料金を払うな”運動（騒動？）

の姿は、私には無秩序な若者の暴走（暴動）としか見えないものだった。これが改革や革

命への第一歩？そんなバカな！私はそう思いながら、彼のカメラが映し出す現場の姿を注

視したが・・・。 

地下鉄料金を30ペソに値上げしたことが、国を燃え上がらせる火種になるとは、誰も想

像しなかったことは、彼のナレーションでも語られるが、その争いは放火、商店の略奪に

広がり、薬局や銀行の襲撃が横行したから、すごい。スクリーン上に映るその姿はまるで
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内乱？内戦？革命？そんな疑問が湧いてくるのは当然だ。ところが、暴動から 1 年を経た

2020年10月、ピノチェト軍事政権下で最大の強制収容所とされていた国立競技場で、1980

年に制定されたピノチェト憲法を改正するかどうかを問う国民投票が実施され、それが

79%の賛成で承認されると・・・。 

幕末から明治維新下の日本では、大政奉還の後、坂本龍馬が立案した「船中八策」をも

とに「五箇条の御誓文」が成立したが、それは維新の志士たちの命がけの奮闘によるもの

だった。逆に 1947年 5月 3日に施行された日本国憲法（平和憲法）は、日本国民の意思

はほとんど関与していない、戦勝国アメリカからの提案押し付けによるものだった。しか

し、本作後半に見るピノチェト軍事政権下で完全に閉鎖されていたチリの議会が再開して

いる姿と、そこでの新憲法制定に向けての議論の姿を見ていると・・・？しかも、2021年

12／19の大統領選挙では36歳のガブリエル・ボリッチ氏が保守系候補を破り、2022年3

／11 には第 38 代大統領に就任したからすごい。パトリシオ・グスマン監督のカメラは、

そんな姿を「今度こそ！」の期待を込めて追い続けていくので、それをじっくりと鑑賞し

たい。 

■□■憲法制定議会のその後は？ボリッチ大統領のその後は？■□■ 

パトリシオ・グスマン監督は本作で、2019年 10月に突然サンティアゴで起きた地下鉄

料金の値上げ反対闘争から、2021年 12月の大統領選挙で勝利したボリッチ候補の勝利宣

言までを描いた。そしてそれは、主として現場に持ち込んだカメラで撮影した前述の15人

の女性へのインタビューで構成されている。憲法制定議会に登壇し、発言する女性たちの

話を聞いていると、実に前向き。また、パンフレットに掲載されているボリッチ候補の勝

利宣言も実に心強いものだ。しかして、憲法制定議会のその後は？ 

本作のパンフレットが作成された 2024年 12月 20日時点の現状としては、ボリッチ大

統領は新憲法法案の否決や政権議会での敗北など、改革推進に苦戦しているらしい。また、

パンフレットによると、憲法改正への道のりは険しく、2022年9月の国民投票では、反対

62％、賛成38％の大差で否決されたそうだ。そればかりか、2023年12月に実施された2

度目の国民投票でも、右派勢力の意見をかなり色濃く反映させた第 2 次草案について、左

派が反対キャンペーンを展開した結果、反対56％、賛成44％で否決されたそうだ。そんな

現状を見ると、チリの改革への道筋はなお多くの困難を抱えていることが明らかだ。 

1941年8月にチリで生まれたパトリシオ・グスマン監督はすでに80歳。アジェンデ政

権登場後の高揚ぶりがヒシヒシと伝わってくる長編『チリの闘い』「第1部 ブルジュアジ

ーの叛乱」（75年）からすでに50年が経過している。さてパトリシオ・グスマン監督の目

の黒いうちに、チリの再度の改革は成るのだろうか？本作の鑑賞を契機に、それを引き続

き注視していきたい。 

2025（令和7）年1月6日記 
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〔別添資料『シネマ 3９』54～62 頁〕

Kaltsuko 
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